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冬
の
三
方
五
湖
は
、
カ
モ
な
ど
多

く
の
渡
り
鳥
で
賑
わ
い
、
私
た
ち
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
渡
り
鳥
は
、
湖
の
水
質

や
周
辺
の
自
然
環
境
に
よ
っ
て
飛
来

す
る
鳥
の
種
類
や
数
、
滞
在
期
間
が

異
な
り
ま
す
。

　

近
年
で
は
、
若
狭
町
に
お
い
て
コ

ハ
ク
チ
ョ
ウ
や
マ
ガ
ン
な
ど
の
珍
し

い
野
鳥
も
長
期
間
滞
在
す
る
姿
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
要
因
と
し
て
近
隣
の
「
冬
み
ず

田
ん
ぼ
」
が
増
え
た
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
「
冬
み
ず
田
ん
ぼ
」
は
、

水
田
に
冬
期
間
、
水
を
張
る
こ
と
で

エ
サ
を
求
め
る
鳥
が
着
地
し
や
す
い

環
境
と
な
り
、
ま
た
羽
を
休
め
る
場

所
に
も
な
り
ま
す
。

　

昨
年
1
月
に
県
が
実
施
し
た
鳥
類

生
息
調
査
に
よ
る
と
、
久
々
子
湖
で

確
認
さ
れ
た
カ
モ
類
は
10
種
類
で
約

３
，０
０
０
羽
と
な
っ
て
い
ま
す
。
他

の
湖
と
比
べ
た
場
合
、
久
々
子
湖
に

は
「
キ
ン
ク
ロ
ハ
ジ
ロ
」
や
「
ホ
シ

ハ
ジ
ロ
」
が
圧
倒
的
に
多
く
、
逆
に

「
マ
ガ
モ
」
が
少
な
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

◇湖に滞在する主なカモ類◇

美浜の環境シリーズ ⑥

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
安
全
課
（
担
当
・
田
辺
）

☎
32
‐
６
７
０
３

▽
渡
り
鳥
が
生
息
で
き
る
環
境
を
目
指
し
て
・
・
・
。

　

町
で
は
、
昔
の
三
方
五
湖
の
様
子

を
把
握
す
る
た
め
、
エ
リ
漁
や
葦
の

植
生
地
帯
、
船
小
屋
な
ど
の
写
真
を

探
し
て
い
ま
す
。
ご
家
庭
に
眠
っ
て

い
る
写
真
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
町
住

民
安
全
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇
昔
の
三
方
五
湖
の
写
真
を

　
募
集
し
ま
す

△久々子湖畔の冬みず田んぼ

　

今
後
、
久
々
子
湖
周
辺
に
飛
来
し

長
期
間
滞
在
す
る
野
鳥
を
増
や
す
た

め
に
、
地
元
農
家
の
協
力
を
得
て
、

11
月
か
ら
約
４
万
㎡
の
水
田
を
「
冬
み

ず
田
ん
ぼ
」
と
し
て
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
久
々
子
湖
を
取
り
巻
く

環
境
の
保
全
や
観
光
、
漁
業
等
の
地

場
産
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
、

行
政
及
び
関
係
団
体
等
で
組
織
し
た

「
久
々
子
湖
親
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

実
行
委
員
会
が
事
業
の
一
環
と
し

て
行
っ
た
も
の
で
、
今
後
、
コ
ハ
ク

チ
ョ
ウ
な
ど
の
珍
し
い
渡
り
鳥
の
飛

来
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

久
々
子
湖
畔
に
冬
み
ず
田
ん
ぼ

﹁
久
々
子
湖
親
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂

種　　名 久々子湖 三方湖 水月湖 菅湖
　キンクロハジロ 1,074 138 358 98
　ホシハジロ 623 141 58 31
　カルガモ 572 1,462 35 0
　マガモ 362 1,048 1,624 3,889
　スズガモ 220 0 20 6
　コガモ 23 889 72 14
　ヨシガモ 0 120 2 2
　オカヨシガモ 18 8 0 111
　ヒドリガモ 34 132 97 214
　オナガガモ 0 0 62 91
　その他 14 29 4 1

合　　計 2,940 3,967 2,332 4,457
調査日：平成20年1月13日(福井県みどりのデータバンクより)

(単位：羽)

◇
久
々
子
湖
に
多
い
カ
モ
類

▽キンクロハジロ(9月～4月)

オス、メスともに後頭に長い
「飾り羽」がある。よく潜り、
小魚や貝、水草を食べる。

▽ホシハジロ(9月～4月)

県外の給餌されている池で多く
見られる。オスは赤茶色の頭が
よく目立つ。

　

久
々
子
湖
周
辺
で
見
ら
れ
る

　

そ
の
他
の
鳥
類

　

キ
ア
シ
シ
ギ
、
ア
オ
ア
シ
シ
ギ
、

ハ
マ
シ
ギ
な
ど
や
珍
し
い
ホ
ウ
ロ
ク

シ
ギ
、
オ
バ

シ
ギ
な
ど
が

春
秋
の
渡
り

の
季
節
に
水

田
で
観
察
さ

れ
ま
す
。

△ハマシギ

※塩水湖である日向湖は未調査
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美浜発電所の状況

　今回の報告では、11月15日から12月16日まで
の美浜発電所の状況等についてお知らせします。

　

定
格
熱
出
力
一
定
運
転
中

（
平
成
20
年
7
月
18
日
～
）

　

平
成
20
年
9
月
1
日
よ
り
第
23
回

定
期
検
査
が
実
施
さ
れ
、
平
成
20
年

11
月
12
日
か
ら
調
整
運
転
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
12
月
10
日
に
国
の

最
終
検
査
に
合
格
し
、
本
格
運
転
が

再
開
さ
れ
ま
し
た
。

美
浜
１
号
機

　

定
格
熱
出
力
一
定
運
転
中

（
平
成
20
年
8
月
22
日
～
）

　

定
格
熱
出
力
一
定
運
転
中

（
平
成
20
年
12
月
10
日
～
）

美
浜
2
号
機

美
浜
3
号
機

(

※
2)

運
転
安
全
調
査
団(O

S
A
R

T
)

　

O
p
eratio

n
al S

afety R
eview

 T
eam

の

略
で
、
原
子
力
発
電
所
の
運
転
管
理
の
現
状
を

評
価
し
、
安
全
性
の
継
続
的
な
向
上
を
支
援
し

ま
す
。

運
転
安
全
調
査
団

　︵
O
S
A
R
T
︶
に
つ
い
て

　

美
浜
3
号
機
は
、
平
成
16
年
8
月

の
事
故
後
、
平
成
19
年
2
月
に
運
転

が
再
開
さ
れ
ま
し
た
が
、
関
西
電
力

で
は
運
転
再
開
は
、
あ
く
ま
で
社
会

の
信
頼
回
復
に
向
け
た
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
に
立
っ
た
に
過
ぎ
ず
、
今
後
も

更
な
る
改
善
に
努
め
て
い
く
こ
と
と

し
て
、
今
回
、
3
号
機
の
運
転
管
理

状
況
に
関
す
る
国
際
的
な
評
価
を
受

け
る
た
め
、
国
に
国
際
原
子
力
機
関

(

※
1)
の
組
織
で
あ
る
運
転
安
全
調
査

団(

※
2)
の
招
へ
い
を
要
請
し
、
調
査

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

調
査
は
、
平
成
21
年
1
月
19
日
か

ら
2
月
5
日
ま
で
の
約
3
週
間
に
わ

た
り
、
国
際
原
子
力
機
関
の
調
査
員

や
各
国
の
専
門
家
な
ど
、
十
数
名
の

チ
ー
ム
が
、
管
理
・
組
織
・
運
転
・

保
守
・
放
射
線
防
護
・
緊
急
時
対
応

な
ど
、
9
つ
の
評
価
分
野
に
つ
い

て
、
現
場
で
の
観
察
、
書
類
調
査
、

職
員
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
等
を
通
し

て
、
国
際
原
子
力
機
関
の
安
全
基
準

や
、
各
国
の
良
好
な
運
転
管
理
と
の

比
較
検
討
な
ど
、
発
電
所
全
体
の
活

動
に
つ
い
て
、
世
界
の
安
全
水
準
に

照
ら
し
た
評
価
が
行
わ
れ
ま
す
。　

　

ま
た
、
そ
の
評
価
を
通
し
て
、
良

好
事
例
や
改
善
提
案
、
助
言
等
、
安

全
性
向
上
の
き
っ
か
け
と
な
る
情
報

交
換
も
行
わ
れ
ま
す
。

　

町
で
は
、
美
浜
発
電
所
か
ら
原
子

力
発
電
所
に
お
け
る
安
全
文
化
を
世

界
に
向
け
て
発
信
し
て
い
く
こ
と
を

求
め
て
き
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
取

り
組
み
が
、
更
な
る
安
全･

安
心
に
つ

な
が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

(

※
1)

国
際
原
子
力
機
関(IA

E
A
)

　

In
te

rn
a
tio

n
a
l A

to
m

ic
 E

n
e
rg

y 

A
gen

cy

の
略
で
、
原
子
力
の
平
和
利
用
の
促

進
と
、
核
物
質
の
軍
事
転
用
防
止
を
講
じ
る
国

際
機
関
と
し
て
、
１
９
５
７
年
に
発
足
し
ま
し

た
。
現
在
、
日
本
を
含
め
全
世
界
で
１
４
４
个

国
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。

　

原
子
力
発
電
所
の
検
査
制
度
に
つ

い
て
は
、
よ
り
一
層
の
安
全
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
平
成
17

年
11
月
以
降
、
国
に
お
い
て
制
度
の

見
直
し
、
検
討
が
進
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

　

今
回
改
正
さ
れ
た
新
し
い
制
度
で
は
、

①
事
前
に
機
器
の
状
態
や
高
経
年
化

　

対
策
の
実
施
計
画
な
ど(
保
全
計
画)

﹁
新
検
査
制
度
﹂
が
ス
タ
ー
ト

　

を
提
出
さ
せ
、
継
続
的
な
改
善
が
な

　

さ
れ
て
い
る
か
を
国
が
確
認
す
る
。

②
継
続
的
改
善
の
た
め
、
設
備
の
劣

　

化
状
態
を
収
集･

蓄
積
す
る
こ
と

　

や
過
去
の
ト
ラ
ブ
ル
を
踏
ま
え
て

　

点
検
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
義
務

　

付
け
る
。

③
新
し
い
技
術
を
使
っ
た
運
転
中
の

　

検
査(

状
態
監
視)

を
義
務
付
け
充
実

　

さ
せ
る
。

　

と
い
う
3
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
、
新

た
な
取
り
組
み
と
し
て
追
加
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
結
果
、
事
業
者
の
保
全
活
動

が
最
適
化
さ
れ
、
定
期
検
査
の
間
隔

も
一
律
で
は
な
く
、
プ
ラ
ン
ト
毎
の

特
性
に
応
じ
た
設
定
を
可
能
と
す
る

こ
と
で
、
安
全
性
・
信
頼
性
が
一
層

高
ま
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
と
い
う

も
の
で
す
。

　

新
検
査
制
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
画

一
的
な
規
制
か
ら
プ
ラ
ン
ト
に
応
じ

た
き
め
の
細
か
い
規
制
に
変
更
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
、
国
で
は
立
地
地
域

に
お
い
て
住
民
を
対
象
と
し
た
説
明

会
を
重
ね
る
な
ど
、
理
解
活
動
が
進

め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

新
し
い
制
度
は
平
成
21
年
1
月
に

施
行
さ
れ
、
平
成
21
年
4
月
以
降
に

行
わ
れ
る
定
期
検
査
か
ら
適
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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お知らせ

募集や案内など、さまざまな
お知らせをお届けします。

子育て支援センター　
　　　　　　３２－０１９２

町役場各部署直通電話番号

総　務　課　３２－６７００

企画政策課　３２－６７０１

税　務　課　３２－６７０２

住民安全課　３２－６７０３

健康福祉課　３２－６７０４

商工観光課　３２－６７０５

農林水産課　３２－６７０６

土木建築課　３２－６７０７

学校教育課　３２－６７０８

生涯学習課　３２－６７０９

出　納　室　３２－６７１０

議会事務局　３２－６７１１

上下水道課　３２－１３４１

はあとぴあ　３２－３１１１

中央公民館　３２－１２１２

町立図書館　３２－００８３

丹生診療所　３９－１３０１

東部診療所　３７－２９１１

総合体育館　３２－３２００

エコクル美方　 ４５－２３００

町各施設電話番号

　

レ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
で
は
、
日
向
区
の

水
中
綱
引
き
に
合
わ
せ
て
、
ほ
っ
と
一

息
つ
け
る
イ
ベ
ン
ト
「
レ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
冬
の
陣
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
遊
覧
船
ジ
ェ
ッ
ト
ク
ル
ー

ズ
と
飲
食
物
の
料
金
が
割
引
き
に
な

り
ま
す
。

　

寒
い
冬
、
水
中
綱
引
き
の
行
き
帰
り

に
レ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
で
一
休
み
し
ま

せ
ん
か
。

水
中
綱
引
き
関
連
イ
ベ
ン
ト

レ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
冬
の
陣
を
開
催

　

町
で
は
、
認
知
症
に
悩
む
方
や
そ
の

ご
家
族
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　

役
場
に
来
る
こ
と
が
困
難
な
方
に

つ
い
て
は
、
自
宅
を
訪
問
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
嶺
南
の
専
門
医
療
機
関
は
、

敦
賀
温
泉
病
院
で
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

・
町
健
康
福
祉
課
内

　

高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー(

担
当
・
山
本)

☎
32
‐
６
７
０
４

・
敦
賀
温
泉
病
院

　

(

嶺
南
認
知
症
疾
患
セ
ン
タ
ー)

　

敦
賀
市
吉
河
41
‐
1
‐
5

☎
23
‐
１
１
６
４

認
知
症
に
悩
む
方
の
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

●
日
時　

1
月
18
日(

日)

　
　
　
　

午
前
9
時
～
午
後
4
時

●
場
所　

美
浜
町
レ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

餅
つ
き･

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

　
　
　

  

ぜ
ん
ざ
い
の
振
舞
い 

な
ど

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
商
工
観
光
課(

担
当
・
田
村)　

☎
32
‐
６
７
０
５

　

県
で
は
、
県
民
の
消
費
者
行
政
に
対

す
る
意
見
や
要
望
を
反
映
さ
せ
る
た

め
に
、
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し

ま
す
。

●
募
集
人
員　

2
人

●
応
募
資
格

　

町
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方
で
、

消
費
者
問
題
及
び
物
価
問
題
に
つ
い

て
関
心
の
あ
る
方

●
活
動
内
容　

　

消
費
生
活
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
回
答
や
研
修
会
等
へ
の
参
加

な
ど

●
締
め
切
り　

　

1
月
23
日(
金)

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
安
全
課(
担
当･

馬
野)　

☎
32
‐
６
７
０
３

平
成
21
年
度
福
井
県
消
費

生
活
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

　

県
で
は
、
乳
が
ん･

大
腸
が
ん
検
診

を
受
診
し
た
こ
と
が
な
い
方
や
、
今
年

度
受
診
で
き
な
か
っ
た
方
を
対
象
に

出
前
検
診
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

2
月
19
日(

木)

～
20
日(

金)

　
　
　

  

午
後
1
時
30
分
～
2
時
30
分

●
場
所　

ハ
ー
ツ
つ
る
が

（
敦
賀
市
若
葉
町
1
‐
１
６
１
０
）

●
対
象
者　

▽
乳
が
ん
検
診

　

40
歳
以
上
の
女
性
で
過
去
1
年
間

検
診
を
受
け
て
い
な
い
方

▽
大
腸
が
ん
検
診

　

40
歳
以
上
の
方

※
乳
が
ん
検
診
は
予
約
が
必
要
で

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
二
州
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー　

☎
22
‐
３
７
４
７

乳
が
ん･

大
腸
が
ん

出
前
検
診
の
開
催
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年
金

ニ
ュ
ー
ス

年
金

ニ
ュ
ー
ス

　
　
　

民
年
金
は
、
や
が
て
訪
れ
る
長

　
　
　

い
老
後
や
、
生
活
の
安
定
を
損

な
う
よ
う
な
﹁
万
が
一
﹂
の
事
態
に
備

え
、
保
険
料
を
出
し
合
い
、
お
互
い
を

支
え
合
う
制
度
で
す
。

　

20
歳
に
な
っ
た
ら
、
忘
れ
ず
に
国
民

年
金
の
加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

20
歳
に
な
っ
た
ら
、
忘
れ
ず
に
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
！

※
お
問
い
合
わ
せ
先

・
町
住
民
安
全
課(

担
当･

山
口)

☎
32
︲
６
７
０
３

・
社
会
保
険
事
務
局
敦
賀
事
務
所

☎
23
︲
９
９
０
２

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

h
ttp

://w
w

w
.sia.go

.jp
/

　

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
は
、
町
役

場
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
、
ま
た
は
、

社
会
保
険
事
務
所
で
手
続
き
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

郵
送
に
よ
る
手
続
き
も
で
き
ま
す
。

加
入
の
手
続
き

　

保
険
料
は
、
月
額
１
４
，４
１
０
円

で
す
。

　

老
齢
基
礎
年
金
の
上
乗
せ
と
し
て

年
金
額
を
増
や
す
場
合
は
、
月
額

４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

付
加
保
険
料
を
納
め
る
場
合
は
、
手

続
き
が
必
要
で
す
。

毎
月
の
保
険
料

　

月
々
の
保
険
料
を
口
座
振
替
の
早

割(

当
月
保
険
料
を
当
月
末
引
落
し
）

で
納
付
す
る
と
、
年
間
６
０
０
円
の
割

引
と
な
り
ま
す
。
早
割
は
、
口
座
振
替

で
納
付
す
る
場
合
だ
け
で
、
現
金
で
納

付
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

　

口
座
振
替
の
お
申
し
込
み
は
、
口
座

を
お
持
ち
の
金
融
機
関･

郵
便
局
、
町

役
場
の
国
民
年
金
窓
口
、
ま
た
は
社
会

保
険
事
務
所
の
窓
口
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。 

　

郵
送
に
よ
る
手
続
き
も
で
き
ま
す
。

納
付
は
口
座
振
替
が
お
得
で
す

① 

1
年
分
の
前
納

　
(

4
月
～
翌
年
3
月
分
）

② 
6
か
月
分
の
前
納

　

(
４
月
～
9
月
分
、
10
月
～
翌
年

　

 

3
月
分)

③ 

毎
月(
早
割)

※
納
付
期
限
よ
り
も
１
か
月
早
く

　

口
座
振
替

④ 

毎
月(

割
引
な
し) 

口
座
振
替
の
引
落
方
法
は
？

▽
１
年
分
の
保
険
料
で
は
、
年
間
で

３
，
６
２
０
円
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

※
現
金
で
の
前
納
で
は
３
，０
７
０
円

　

の
割
引

▽
6
か
月
分
の
保
険
料
で
は
、
９
８
０

円
が
割
引
（
年
間
割
引
額
１
，９
６
０

円(

９
８
０
円
×
２
回))

さ
れ
ま
す
。

※
現
金
で
の
前
納
で
は
、
７
０
０
円
の

　

割
引
。（
年
間
割
引
額
１
，４
０
０
円

　
（
７
０
０
円
×
２
回
））

口
座
振
替
で
前
納
す
る
と
⋮

　

詳
し
く
は
、
社
会
保
険
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
近
く

の
社
会
保
険
事
務
所
へ
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

国

　

次
の
４
種
類
か
ら
、
自
由
に
選
ん
で

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

※
割
引
額
は
、
平
成
20
年
度
の
額
で
す
。

　

県
内
の
す
べ
て
の
労
働
者
に
は
、
最

低
賃
金
制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
最
低
賃
金
法
に
基
づ

き
、
賃
金
の
最
低
限
度
を
決
め
、
使
用

者
は
そ
の
最
低
賃
金
以
上
の
賃
金
を

労
働
者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
す
る
制
度
で
す
。

　

福
井
県
で
は
、
10
月
22
日
か
ら
最
低

賃
金
６
７
０
円(

時
間
額)

が
適
用
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
ほ
か
に
も
12
月
24
日

か
ら
産
業
別
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

敦
賀
労
働
基
準
監
督
署

☎
22
‐
０
７
４
５

▽守ろう！確かめよう！
この最低賃金

●最低賃金(時間額)  670円

福
井
県
の
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

●産業別最低賃金(時間額)
　・紡績業,化学繊維、織物
　 　染色整理業…713円
　 ・繊維機械,金属加工
　 　機械製造業…776円
　 ・電気機械器具製造業…734円
　 ・各種商品小売業…738円
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診 療 所 放 送 局
医療情報を発信する

症状の特徴
○脈打つような痛み（ズキン、ズキン）
○目の前がちかちか光るような前兆を伴うこ
　とがある
○眩しい光や騒音が引き金になることもある
○2時間程度で我慢できないほど強い痛みに
　なってしまう
○吐き気を伴い、寝込んでしまうこともある
○生理中、仕事を終えた後、休日などに起こ
　ることが多い

▼頭が痛くなった経験は皆さんがあると思います。風邪や寝不足に伴

　うものや肩こりに伴うものが多いでしょう。しかし、今回のテーマ

　の片頭痛は、慢性に続く頭痛のひとつですが、特徴と対処法を知る

　ことが非常に大切です。

◇今回のテーマは「片頭痛」です。

※お問い合わせ 　東部診療所・村寄医師 ☎ 37-2911

対処法

▽予防
　生活上での予防策として「過労」「ストレ
ス」「睡眠不足」は避けるべきです。また引
き金ともなる眩しい光(日光)や騒音、混雑を
避けることも重要です。
　前兆を感じた時や、痛み出してから早いう
ちに飲むことで、頭痛の発作を弱くすること
のできる薬があります。

原因
　　　の血管との関係が大きいと考えられて
　　　いて、ストレスなどで縮まっていた血
管が、拡張することで発症すると考えられて
います。

レ
イ
ク
の
丘

レ
イ
ク
ヒ
ル
ズ
美
方
病
院
便
り

◇
慢
性
腎
臓
病
に
つ
い
て

　

慢
性
腎
臓
病(

C
K
D)

と
い
う
病
気
を
ご
存

知
で
す
か
？

　

こ
の
病
気
は
、
血
液
透
析
の
必
要
な
末
期
の

腎
臓
病
の
原
因
と
な
り
ま
す
が
、
最
近
、
心
筋

梗
塞
や
脳
梗
塞
な
ど
心
血
管
病
の
大
き
な
危
険
因

子
で
あ
る
こ
と
が
新
た
に
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

心
血
管
病
の
対
策
と
し
て
、
糖
尿
病
や
高
血

圧
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
な
ど
が
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
C
K
D
に
も
注
意
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
日
本
で
は
、
そ
の
数
２
，

０
０
０
万
人
と
も
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
尿
検

査
及
び
血
液
検
査
で
容
易
に
診
断
が
で
き
、
し

か
も
薬
で
治
療
が
で
き
る
病
気
で
す
。
初
期
に

は
自
覚
症
状
は
な
く
、
蛋
白
尿
と
し
て
発
症
し

ま
す
の
で
、
健
康
診
断
な
ど
で
指
摘
さ
れ
た
場

合
は
、
医
療
機
関
に
て
精
密
検
査
が
必
要
で
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

レ
イ
ク
ヒ
ル
ズ
美
方
病
院 

☎
45
‐ 

１
１
３
１

※

1
月
の
整
形
外
科
の
診
療
は
、

　

5
日(

月)

・
7
日(

水)

・
8
日(

木)

　

9
日(

金)

・
14
日(

水)

・
15
日(

木)

　

19
日(

月)

・
21
日(

水)

・
22
日(

木)

　

23
日(

金)

・
28
日(

水)

・
29
日(

木)

　

に
行
い
ま
す
。

※次回は「うつ」について特集します。

頭

レ
イ
ク
ヒ
ル
ズ
美
方
病
院病

院
長　

西
尾　

宏
之

▽頭痛時
　光や音は頭痛を増強させるので、暗い静か
なところで休むことが大切です。氷枕などを
使って頭を冷やすと、拡張した血管が戻り楽
になる場合があります。痛みを和らげる薬を
使うことも重要です。頭痛薬には種類が多く
使い分けが大切ですので、医師に相談の上、
適切な薬を服用しましょう。
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☆さくらんぼひろば
『体を動かして遊ぼう！

ママも一緒にリフレッシュ！！』

日時：1月14日(水)午前10時～11時

場所：保健福祉センター はあとぴあ

講師：健康運動指導士　髙橋 有希子さん

内容：音楽に合わせて

　　   体を動かしたり、

　　   触れ合ったりして

　　   遊びましょう！

お問い合わせ先　
　子育て支援センター ☎３２‐０１９２

　未就園児とその保護者を対象に保育園を開放し
ます。(同伴される保護者はどなたでも結構です)
　参加ご希望の方は、電話または申込書でお申し
込みください。(申込書は開放実施保育園と当セ
ンターにあります)

▼日時：1月16日(金)午前9時30分～11時

▼内容：お家の人と一緒にお正月あそびを楽しみ
　　　　ましょう。

▼申込期間：1月5日(月)～1月14日(水)

～1月の催しのお知らせ～

　　　子育てに関する情報は、毎月発行される子育て支援
　　　センターだより「さくらんぼ」に載っています。

子育て支援
センターだより 保育園開放の

参加者を募集します！

☆せせらぎ保育園開放（場所：河原市）

▼日時：1月23日(金)午前10時～正午

▼内容：・お家の人と一緒にわらべ歌遊びを楽し
　　　　　みましょう。
　　　　・保育園の給食をみんなで食べてみま
　　　　　しょう。

▼定員：先着20人(子ども)

▼申込期間：1月13日(火)～1月21日(水)

☆みずうみ保育園開放（場所：久々子）

△森のトレッキング

平
　
　
　

 
成
21
年
3
月
20
日
か
ら
22
日
に

　
　

 

「
第
6
回
全
国
ほ
ん
も
の
体
験

フ
ォ
ー
ラ
ム
in
ふ
く
い
」
が
、
本
町
を

メ
イ
ン
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
全
国
各
地

か
ら
体
験
交
流
に
関
わ
る
１
，０
０
０

人
を
超
え
る
参
加
者
が
見
込
ま
れ
、
町

づ
く
り
や
地
域
活
性
化
な
ど
の
志
や
考

え
方
に
触
れ
て
、
学
ぶ
機
会
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
住
ん
で
い
る
地
域
の
足
元

を
見
直
し
、
地
域
の
良
さ
を
見
直
す
契

機
に
も
な
り
ま
す
。

　

体
験
交
流
は
、
地
域
を
伝
え
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
通
し
て
感
動
や
双
方
が
変
わ

る
チ
ャ
ン
ス
を
生
み
出
し
、
地
域
独
自

の
新
し
い
価
値
創
造
に
繋
が
り
ま
す
。

　

地
域
を
伝
え
る
行
動
が
観
光
と

　

町
づ
く
り
に
つ
な
が
る　

郷
土
の
生
活
文
化
を
守
る
心

　
　
　

光
は
「
光
を
観
る
」
と
書
き
ま

　
　
　

す
。
体
験
型
観
光
は
「
光
に
す

る
」
手
段
で
あ
り
、
そ
の
地
域
の
光
と

風
土
に
合
っ
た
地
域
の
カ
タ
チ
を
つ
く

る
こ
と
で
す
。

　

近
代
化
や
都
市
化
の
中
で
、
忘
れ
去

ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
日
本
の
良
さ
。

守
り
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
風
化
し
て

し
ま
う
日
本
の
文
化
。
体
験
型
観
光
は

地
域
再
創
造
の
実
現
に
向
け
た
処
方
箋

で
も
あ
り
ま
す
。

　

地
域
の
人
た
ち
の
誇
り
や
愛
着
、
そ

し
て
元
気
な
姿
が
あ
っ
て
こ
そ
の
地
域

の
魅
力
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
活
発
な

情
報
交
換
の
場
、
互
い
に
高
ま
り
あ
え

る
機
会
と
な
り
、
感
動
と
勇
気
を
与
え

て
く
れ
る
の
が
、
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

す
。

　

ぜ
ひ
、
多
く
の
方
々
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

観※
お
問
い
合
わ
せ
先

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
あ
と
ふ
る

美
浜
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク(

担
当
・
田
渕)

☎
32
‐
２
２
２
２

第
６
回

 
全
国
ほ
ん
も
の
体
験
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
ふ
く
い
開
催
近
づ
く
！

交流が人を動かし 感動が人を変える


